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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 10 14 4 6 0 3 6 9 1 0 0 0
9 * 0 0 4 8 2 5 2 4 5 9 1 0 0 1
35 * 5 8 3 8 0 0 5 3 2 5 1 1 0 0
37 * 2 2 0 0 0 0 4 0 1 1 1 2 1 0
55 * 1 4 5 9 1 1 3 3 3 6 1 1 0 0
0 0 0 3 1 2 1 4 1 1 1 2 2 3 0 0
7 0 0 0 0 3 0 0 2 3 1 4 2 1 0 0
8 0 0 0 3 4 0 0 0 2 0 2 2 0 0 0
23 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
32 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
45 0 0 1 2 6 3 4 0 1 2 3 1 0 0 0
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0 * 1 8 1 2 4 4 0 0 2 2 3 1 0 0
23 * 0 0 0 5 0 0 0 1 1 2 2 0 0 1
25 * 0 0 1 2 4 4 2 2 1 3 3 0 0 0
33 * 1 3 1 5 2 2 2 0 1 1 5 2 0 0
41 * 0 0 0 6 0 0 5 1 4 5 1 0 0 0
11 0 0 0 1 5 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
14 0 0 3 0 0 0 0 1 3 0 3 2 0 0 0
20 0 2 7 3 10 0 0 2 2 3 5 1 0 0 0
22 0 0 0 2 2 0 0 0 0 3 3 1 0 0 0
34 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
95 0 0 0 0 5 0 0 2 1 1 2 1 0 0 1
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古倉 勇人 12 33
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柴田 剛希 0 24

阿部 直道 2 7
山田 和輝
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竹村 蓮 7 25
櫻庭 朋久 0 29
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上田 雅也 9 30
原田 祥伍 0 12
立野 俊史 6
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立命館大学

主審 阿部　知裕 副審 幡丸　登志久

勝ち点　５
コ ー ト

戦評
総括、試合開始と共に京都産業大学は爆発的なオフェンスを発揮し、終始京産大のオフェンスの流れが滞ること
はなかった。対する立命館大学は、京産大の高さのあるデフェンスに苦しみ、立命館はオフェンスの流れをつかむこ
とができず、京産大の優位な試合運びとなった。京産大は高さのあるプレーで、セカンドチャンスを次々と決め、京
産大の持ち味が発揮された試合になった。オフェンスリバウンドの状況においては京産大が大半を占めた試合に
なった。
第1ピリオド、京産大のボールで試合開始。試合立ち上がりから京産大がたてつづけに得点を決め、オフェンスの
流れを掴む。#37大西から、ポストプレーのあわせでオフェンスの流れが滞ることわなく点を取る。対する立命館は、
京産大の徹底的なマンツーマンデフェンスから点を取ることが出来ない。その後も、京産大がアウトサイドシュートを
安定的に決め、点差は広がったまま、31－7で京都産業大学のリードで第1ピリオド終了。
第2ピリオド、試合開始から立命館は徹底したオールコートデフェンスから反撃をし徐々にリズムを取り戻したかに
見えたが、終盤にターンノーバーが目立つ。対する京産大のオフェンスの流れは止まらず、#35柳内を起点に次々と
得点を重ねる。#6井林、#8森岡のセンター陣がリバウンドからシュートを次々と決め、55－20で、京産大のリードで、
第2ピリオド終了。
第3ピリオド、互いに点が決まらない状況が続くが、立命館#20古倉のシュートが決まり、京産大はタイムアウトを取
る。両者ともなかなかシュートが決まらない状況が続き熾烈なリバウンド争いに持ち込むが、高さのある京産大が競り
勝つ。そこからオフェンスの流れを掴み、#35柳内が3Pシュートを二連続決め、均衡が破られる。対する立命館大学
は、パスの連携がうまくいかず単発なオフェンスが目立った。71－29で、京産大のリードで第3ピリオド終了。
第4ピリオド 開始とともに、立命館はパスワークで、得点を取ろうとするも、上手く京産大のデフェンスを崩すことが
出来ない。そこから#33竹村が果敢に速攻をねらうが、95-42で京産大の勝利で試合終了。
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